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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

魚体内に取り込まれた放射性セシウム（以下、137Cs）は、筋肉のほか卵巣などにも蓄積する

ことが先行研究によって確認されている。 

年齢や季節による成熟の違いと魚体内における 137Cs 蓄積の関係について把握するため、2019

年度にホシガレイ 1、2 歳魚を用いて、卵巣が発達しない夏と産卵に向け卵巣が発達する冬の時

期に 137Cs を含む飼料を摂餌させる飼育試験を実施した。 

その結果、卵巣の発達に応じて卵巣に蓄積する 137Cs 量の割合が高くなる傾向が確認された。 

                                                                                                                           

（１） 137Cs 含有飼料（約 2,300Bq/kg）を 8 日間で合計 5.2g 摂餌させ（表 1）、筋肉、生殖腺、そ

の他に分け、137Cs 濃度を Ge 半導体検出器で測定した。 

（２） 1 個体あたりの 137Cs 量（平均値 ±SD）は、6.82±0.87Bq であり、各試験区で有意差はな

かった（two-way ANOVA,P > 0.05、図 1）。 

（３） 供試魚の筋肉及び卵巣の 137Cs 濃度には正の相関がみられ、卵巣の方が筋肉よりも高い濃度

を示した（図 2）。また、1 個体あたりの 137Cs 量がすべての供試魚でほぼ等しいことから、

濃度は魚体重、卵巣の重量に応じて推移したと考えられた（図 3）。 

（４） 卵巣の発達と卵巣に蓄積した 137Cs 量（Bq）の割合において、2 歳冬の試験区が最も高くな

っており、卵巣に蓄積した 137Cs 量は、卵巣の発達に応じて多くなり、成熟の具合によって

個体間で異なる傾向が確認された。（図 4）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 魚体内における卵巣の発達と 137Cs 蓄積のメカニズムの関係性を示す資料とすることがで

きる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 摂餌量が定量、短期間の摂餌期間のため、筋肉における 137Cs 濃度が上昇途中であり、定常

状態に達していない。 
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Ⅱ 具体的データ等 

 

表 1 各試験区における条件 

 
 

 

 

                            図 1 1 個体あたりの 137Cs 量(Bq) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 筋肉と卵巣の 137Cs 濃度の関係       図 3 供試魚の体重と卵巣の重量の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ その他        図 4 卵巣の発達と 137Cs 蓄積の関係 
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試験区 1歳夏 2歳夏 1歳冬 2歳冬
供試魚尾数（♀個体） 4(2) 4(1) 4(3) 4(4)

飼育期間
摂餌量(g/個体) 5.2 5.2 5.2 5.2

令和元年8月13日～20日 令和元年12月3日～10日

y = 3.0206x - 7.3237 

R² = 0.9424 

 

夏 冬 

(卵巣重量(g)/体重(g)×100) 

y = 0.1645x - 46.616 

R² = 0.8719 

 


